























記されることには、二つのありようが推測される。一つには、規則的な使用である。無秩序にさまざまな字体を使用しているのでは、読み手にとっての負担となる。何らかの使用の規則性が変体仮名ごとにみられると考えられる。もう一つには、変体仮名による表現技法である。現代においても、日本人は漢字・平仮名・片仮名・ローマ字と主に四種類の文字体系を同じ文章内で併用でき、例えば、 「桜」「さくら」 「サクラ」 「
sakura 」と、同じことばを異なる文字体系で書き分けることにより、ことばの印象を変えたり、あるニュアンス

































〇四）に刷られたものと、丁子屋が板本を購入し、天保元年（一八三〇）に刷り増ししたものが確認できる。天保元年に刷り増しされた八犬伝の板本は 表紙 装い 改められ、巻之五に奥付・広告が付け加えられており、本文は板を同じくす と見受けられる。八犬伝が長く享受され、その板木が繰り返し使用され、その板面が生命を長く保ち続けたこ を 押さえておきたい。　
ここで、八犬伝の出版事情について確認しておきたい。最初に八犬伝を出版した山﨑平八は第五輯までを刊行し、文政九年（一八二
七）ごろ、美濃屋甚三郎に板木が移った。美濃屋は第六輯以降 出版 携わったが 借金の め八犬伝の板木を質入れした。それを丁子屋平兵衛が購入し、第八輯以後の刊行は丁子屋 引き受け なり、天保十三年（一八四三） 、二十八年をかけて九輯巻
之
五十








読むであろう巻である。板木が繰り返し刷ら たことも踏まえ 多くの読者を獲得した八犬伝板本の仮名字体の研究を行うに 調査資料としてまず適してい と考えた。　














































〈ス〉は動詞・補助動詞「す」や助動詞「ず」 、 〈テ〉は接続助詞、 〈ニ〉



































































本　行 振り仮名 本　行 振り仮名
ア 90 201 ノ☆ 377 254
イ 99 376 ハ☆ 394 314
ウ 27 608 ヒ 81 401
エ 6 60 フ 78 221
オ 32 150 ヘ 69 107
カ 283 595 ホ 24 141
キ 126 403 マ 67 330
ク 91 431 ミ 44 229
ケ 91 156 ム 21 77
コ 95 340 メ 31 101
サ 104 364 モ☆ 226 175
シ 383 580 ヤ 58 230
ス☆ 172 135 ユ 11 141
セ 92 146 ヨ 81 148
ソ 64 107 ラ 160 248
タ 123 375 リ☆ 307 256
チ 24 316 ル☆ 236 56
ツ 64 397 レ☆ 224 106
テ☆ 376 154 ロ 19 155
ト 341 371 ワ 36 92
ナ 216 239 ヰ 3 24
ニ☆ 527 92 ヱ 3 47
ヌ☆ 25 17 ヲ☆ 345 38



























本行 振り仮名 本行 振り仮名
あ ア あ      は ハ  
い  イ い ひ  ヒ ひ
う ウ う ふ  フ ふ
え エ え へ ヘ へ
お オ お    ほ ホ
 か カ  か  ま    マ  ま 
 き キ  き  み ミ  み
く  ク く  む ム む
け  ケ け  め  メ め
こ  コ こ     モ  
さ サ さ や  ヤ や 
 し  シ    し ゆ  ユ  ゆ
  ス  す よ ヨ よ
せ セ せ  ら ラ  ら
そ ソ そ り  リ り 
 た タ  た  る      ル  る
ち チ ち れ  レ れ
つ  ツ つ  ろ ロ ろ
て  テ て ワ
と  ト と  ゐ ヰ ゐ
 な ナ ゑ ヱ ゑ
  ニ   を  ヲ を
ぬ ヌ ぬ ん ン ん
 ね  ネ  ね





























いない。一方、本行の仮名の使用数と仮名字体の対応をみると、本行の文章あるため必然的に多くなる仮名に、字体の種類が多い傾向が見受けられる。しかも、その は、漢字に近いくずしの字体や、画数が多く複雑な筆致の字体である。このことに大きく影響しているのは、書き込むスペースである。さきほど述べたとおり、本行には複雑な筆致の字体を書き込むスペースが充分あり、それが技巧的な表記 文章で表現できる一つ 要因だ いえる。表記のバリエーションが豊かな文章が書かれる素地があるといえ、本行の仮名字体と振り仮名 字体の使用背景にはそれぞれ別の事情が窺われるのである。　
振り仮名についても、同じように書き込むスペースの問題が字体 種類 の関連に指摘できる。振り仮名 体の種類が、単純で画
数が少なめなもの 見受けられ、かつ本行よりも種類数が少ないことに関しては、振り仮名の役割が、基本的 は漢字・漢語の読めない人に向けていると考えられる点が容易に想像できよう。そ ほか 、行と行の細い空間へ 漢字・漢語に対応するよう小さな文字で書かなければならず、画数が多く複雑な字体を書き込み、彫るには、技術的に難し ったのだ 推測される。　
さらに、振り仮名については板木で繰り返し同じ版面を刷ることができるようにするという、出版上の利便を考慮に入れる必要があ












本行と振り仮名の両方に共通する 複数の字体がある仮名は、 〈カ〉 〈キ〉 〈ク〉 〈ケ〉 〈シ〉 〈ス〉 〈タ〉 〈ツ〉 〈ト〉 〈ニ〉 〈ネ〉 〈ハ〉 〈マ〉 〈ミ〉

































































































































































































































































































































語　頭 準語頭 語　中 語　末 単音節語
［141］
22 1 40 70 8
み
［88］




語　頭 準語頭 準語末 語　中 語　末
［194］
114 9 5 45 21
ま
［133］




































































































































1 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 1 2 2
ケツ ゲウ ケウ ゲヂ ゲ ケイ ゲキ ゲイ






































1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 2
表 9　八犬伝振り仮名の〈ネ〉の語





























































































































































これら二字体 【や】 【ゆ】 対し、一画で書ける字体であり、連綿の流れに適した字体といえる。　
④の仮名は、 〈ハ〉 〈ニ〉 〈モ〉は、本行・振り仮名における











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































様の位置に使用されている。 「うしなふ」 「うし」と、 「う」が上に書かれる語や、 「こゝろざし」 「それがし」のような同じ語に固定して使用されいる。特定 語・文字列に同じ字体で書いているとみえ、興味深い。　
以上、仮名字体の使用数・割合の傾向について検討してきた。本行と振
表 13　〈シ〉字体の振り仮名での語の位置
語頭 準語頭 準語末 語中 語末 単音節語
［352］
63 73 38 92 83 3
［193］
180 13 0 0 0 0
し
［35］















・字体の種類を比較すると、 に使用されてい 字体は本行でも使用されており、唯一振り仮名 みにみられる字体は【す】
である。














































































近世の通時的な変体仮名の変遷については、浜田啓介（一九七九） 調査 基づき、久田行雄（二〇一五） 「近世文学板本における使用仮名字


































































































九八） 、久保田（二〇〇二） 、矢野（一九九〇） （一九九二）で黄表紙の調査が挙げられ、自立語語頭での使用が指摘されている。
（
19）　




























































































矢野準（一九九二） 「 自画作黄表紙 文字遣い：榎本版四種を中心に」 『国語国文研究と教育』二七号
『南総里見八犬伝』の仮名字体
一五五
南
総
里
見
八
犬
伝
　
字
体
使
用
数
一
覧
字
体
本
行
振
り
仮
名
字
体
本
行
振
り
仮
名
字
体
本
行
振
り
仮
名
字
体
本
行
振
り
仮
名
字
体
本
行
振
り
仮
名
ア
あ
90
201
ス
128
134
ノ
の
362
254
メ
め
30
101
ワ
36
92
イ
い
95
376
す
0
1
11
0
1
0
ヰ
ゐ
3
24
4
0
44
0
4
0
モ
72
137
ヱ
ゑ
3
47
ウ
う
27
608
セ
せ
92
146
ハ
28
190
151
38
ヲ
を
255
38
エ
え
6
60
ソ
そ
64
107
357
124
3
0
90
0
オ
お
32
150
タ
117
570
8
0
ヤ
や
36
88
ン
ん
63
390
カ
245
594
た
6
5
は
1
0
22
142
か
38
1
チ
ち
24
316
ヒ
ひ
78
401
ユ
ゆ
7
35
キ
き
18
179
ツ
つ
35
349
3
0
4
106
108
224
29
48
フ
ふ
77
221
ヨ
よ
81
148
ク
く
87
265
テ
て
88
154
1
0
ラ
145
202
4
166
288
0
ヘ
へ
69
107
ら
15
46
ケ
け
63
150
ト
と
318
366
ホ
8
141
リ
り
302
246
28
6
23
5
12
0
5
10
コ
こ
72
340
ナ
209
239
4
0
ル
る
58
8
23
0
な
7
0
マ
ま
6
133
161
48
サ
さ
104
364
ニ
301
33
59
194
2
0
シ
298
352
226
59
1
3
12
0
30
193
ヌ
ぬ
25
17
1
0
3
0
し
55
35
ネ
6
97
ミ
40
141
レ
れ
115
106
ね
2
22
み
4
88
109
0
5
0
ム
む
21
77
ロ
ろ
19
155
